
別紙
Ⅰ．事業評価総括表 （令和５年度）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

第１配水池整備事業 鏡野町 433,000,000 200,000,000

2
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

鶴喜小学校改修事業 鏡野町 430,870,000 200,000,000

3
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

香南公民館改修事業 鏡野町 58,135,000 30,000,000

4
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

奥津町民体育館改修事業 鏡野町 84,227,000 50,000,000

5 福祉対策措置 福祉施設維持運営事業 鏡野町 47,704,416 25,000,000

1,053,936,416 505,000,000

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。



（令和５年度）

うち文部科学省分

うち経済産業省分

Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の評価課室 鏡野町上下水道課

200,000,000 100,000,000

交付金事業の担当課室 鏡野町上下水道課

0 0

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総事業費 433,000,000 100,606,000

交付金充当額 200,000,000 100,000,000

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和４年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 令和４年度

100

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 % 100
活動見込 % 100

事業期間の設定理由 完成までに３年間を要するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 ８年度

施設を起因とす
る断水日数

０日

施設を起因とす
る断水日数

成果実績 日

目標値 日 0

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、供用開始年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、「第１配水池整備事業」を実施できました。清浄な水道水を確保し、安心して使用してもら
うことができました。適切な貯水量や耐震性の確保が可能になり、震災時等にも必要な飲料水を確保できる施設となり
ました。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 第１配水池整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
鏡野町第２次総合計画（令和３年度～令和７年度）
４　快適な生活環境の里づくり
　４―７上下水道の整備
　　　・清浄な水道水を確保し、安心して使用してもらう。
　　　・安価で安定的な供給をする。

目標：（令和７年度供用）
※　施設の起因とする断水日数　　0日

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町入・小座

交付金事業の概要

　第１配水池の老朽化及び耐震化に伴う新築工事を実施します。
（配水池築造工事）

　鏡野町は、第２次総合計画に基づき、上下水道の整備等「快適な生活環境の里づくり」の推進に向け、鏡野地域住民
の上水道の中核施設である第１配水池を電源立地地域対策交付金を活用し新築工事を行います。



（令和５年度）

うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鏡野町（教育委員会）学校教育課

交付金事業の担当課室 鏡野町（教育委員会）学校教育課

200,000,000
0

交付金事業の契約の概要

総事業費 430,870,000

交付金充当額 200,000,000

交付金事業の総事業費等 令和５年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 %

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 %
活動見込 % 100

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

学校生活が充実
している児童数

の増加

学校生活が充実
している児童の

割合

成果実績 %

目標値 % 90

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、翌年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、「学校教育の推進」を図る「鶴喜小学校」を整備することができました。鏡野町児童の確か
な学力の向上、教育環境の充実を図り、調和のとれた人材の育成、確かな学力と豊かな人間性の向上に寄与することが
できました。本事業が電源立地地域対策交付金により実施されたことについて、ホームページや広報により広く周知
し、電源立地事業に係る理解に繋げていきます。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町下森原

交付金事業の概要

鏡野町立鶴喜小学校老朽化に伴う改修・増築工事を実施します。
　（外壁改修工事、屋根改修工事、内装改修工事、建具改修工事、廊下改修工事、塗装改修工事、トイレ改
修工事、多目的トイレ増築工事ほか、照明のLED化、キュービクル更新、給排水及び給湯管の改修、玄関ス
ロープ設置、等

　鏡野町は、第２次総合計画（後期基本計画）に基づき、学校教育の充実「創造豊かな教育・文化の里づく
り」の推進に向け、児童に快適で安全な学習環境を提供するため、電源立地地域対策交付金を活用し改修工
事を行ないます。

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称

2 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 鶴喜小学校改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－１学校教育の充実
　　　・確かな学力の向上
　　　・教育環境・条件の整備・充実

【⽬標】（令和７年度）

　学校生活が充実している児童の割合　：　９０．０％



（令和５年度）

うち文部科学省分
うち経済産業省分

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称

3 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 香南公民館改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－２生涯学習の推進
　　　・多様なニーズに応える学習機会の提供と充実を図ります。
　　　・計画的な大規模改修等で生涯学習施設・設備の整備・充実を図ります。

【⽬標】（令和７年度）

　何らかの学習活動を行っている町民の割合　：　４４．０％
　公民館講座受講者数　：　２４，０００人

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町香々美

交付金事業の概要

平成5年度に完成した鏡野町立香南公民館は築30年が経過し、内外部の老朽化が進んでいるため改修工事を実施しま
す。（改修工事概要　外部：外壁・樋改修　 内部：内装改修・便所バリアフリー化・照明器具LED化、空調設備、換気
設備改修）

　第２次総合計画(後期基本計画)に基づき、生涯学習の推進等「創造豊かな教育・文化の里づくり」の推進に向け、町
民が目的に合わせて学習ができる場や地域の状況に応じた学習機会の提供及び公民館を拠点とした人づくりやコミュニ
ティ活動の推進を図るため、地域の公民館を快適に利用でき、交流や生涯学習推進の拠点となるよう老朽化した香南公
民館を電源立地地域対策交付金を活用して改修工事を行ないます。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

自主講座利用者
数、主催講座利
用者数及び貸館

総数の増加

自主講座利用者
数、主催講座利
用者数及び貸館

総数

成果実績 人

目標値 人 3,549

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、翌年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　交付金を活用して香南公民館改修事業を行うことで、地域の生涯学習の拠点として生涯にわたって学習するテーマを
持ち、学習してもらえる施設として運営することができました。今後も引き続き、生涯学習拠点施設としての運営に努
めていきます。また、本事業が電源立地地域対策交付金により実施されたことについて、ホームページや広報により広
く周知し、電源立地事業に係る理解に繋げていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 %

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 %

活動見込 % 100

交付金事業の総事業費等 令和５年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 年度

総事業費 58,135,000
交付金充当額 30,000,000

交付金事業の評価課室 鏡野町生涯学習課

30,000,000

交付金事業の担当課室 鏡野町生涯学習課

0
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



（令和５年度）

うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鏡野町生涯学習課

交付金事業の担当課室 鏡野町生涯学習課

30,000,000 79,011,625
0 0

交付金事業の契約の概要

総事業費 58,135,000 79,011,625
交付金充当額 30,000,000 79,011,625

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和４年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 令和４年度

100

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 % 100
活動見込 % 100

事業期間の設定理由 完成までに２年間を要するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

施設利用者数の
増加

施設利用者数

成果実績 人

目標値 人 1,095

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、工事完了翌年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、「生涯スポーツの推進」を図る「奥津町民体育館」を整備することができました。施設利用
者数の増を目指して、スポーツ施設の活用促進に繋げ、完成した施設については、引き続き、当町並びに県内のスポー
ツ愛好家に利用してもらうことで、電源立地事業に係る理解に努めていきます。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町井坂

交付金事業の概要

平成２年度に完成した奥津町民体育館は築31年が経過し、内外部の老朽化が進んでいるめ改修工事を実施します。
　改修工事概要  令和４年度・外部：屋根・外壁改修・内装改修（事務室）
　　　　　　　　令和５年度・内部：アリーナ天井耐震化・便所バリアフリー化、
　　　　　　　　　　　　　　　　　電気工事（照明LEDに改修）・消火栓用自家発電機更新
 
　鏡野町は、第２次総合計画(後期基本計画)に基づき、生涯スポーツの推進等「創造豊かな教育・文化の里づくり」の
推進に向け、老朽化等により安全が確保できない奥津町民体育館を早急に改修する必要があるため電源立地地域対策交
付金を活用して改修工事を行ないます。

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称

4 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 奥津町民体育館改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－４生涯スポーツの推進
　　　・生涯スポーツの意識啓発とスポーツ活動への積極的な参加を推進します。
　　　・スポーツ施設の整備・管理運営の充実で快適に施設を利用できるように努めます。

【⽬標】（令和７年度）

　何らかの運動、スポーツを行っている町民の割合　：　５６．０％



（令和５年度）

うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 鏡野町学校教育課
交付金事業の担当課室 鏡野町学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

25,000,000
0

交付金事業の契約の概要

総事業費 47,704,416
交付金充当額 25,000,000

交付金事業の総事業費等 令和５年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 %

年度

雇　用　量
（雇用人数（人）×雇用期間

（月））

活動実績 人

活動見込 人 264

事業期間の設定理由 鏡野町第２次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

教育水準の維持
配置実績÷配置

予定

成果実績 %

目標値 % 100

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業を電源立地地域対策交付金を活用し実施することで、講師等の人員の充足が図られ、鏡野町児童・生徒の確か
な学力の向上、教育環境の充実を図り、調和のとれた人材の育成、確かな学力と豊かな人間性の向上に寄与することが
できました。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町

交付金事業実施場所
（小学校）鏡野町古川、円宗寺、下森原、香々美、女原
（中学校）鏡野町竹田

交付金事業の概要

　小学校会計年度任用職員１６名（講師１０名・校務員５名・用務員１名）
　中学校会計年度任用職員６名（講師５名・校務員1名）
　の人件費１２ヶ月分。

電源立地地域対策交付金を活用し、教育環境の整備・充実に努めます。

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称

5 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 福祉施設維持運営事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－１学校教育の充実
　　　・学習意欲を引き出す授業改善で確かな学力の向上に努めます。
　　　・教育環境の整備・充実した体制づくりに取り組みます。

【⽬標】（令和７年度）

　学校生活が充実していると答えた児童の割合　：　９０．０％
　学校生活が充実していると答えた生徒の割合　：　８５．０％


